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本学における ｢精神障害者の社会復帰｣に関する教育の展望

一在宅看護実習において精神科訪問看護を実施した学生の実習記録の分析から-

工 藤 由紀子 煙 山 晶 子 宮 越 不二子

要 旨

本学の看護基礎教育における ｢精神障害者の社会復帰｣に関する教育の問題点を明確にし,よりよ

い教授方略を模索していくために,今回我々は在宅看護実習における学生の実習記録の内容を分析

し,精神科訪問看護における学生の学びの状況を把握する目的で調査を行った｡

その結果,精神科訪問看護を実施した学生の実習記録から,【1.訪問看護の役割と必要性】,【2.

患者と家族への関心】,【3.精神科看護技術】,【4.看護婦として求められる資質】の4つのカテゴ
リが得られた｡

学生に対しては,社会復帰を支援するためのサポートシステムの重要性と連携の大切さを,今後さ

らに強調していく必要性が示唆された｡また,実習においては学生のありのままの感情を意識化さ

せ,表現させるような関わりかたをしていくこと,また,講義等でその機会を設けていくことが重要

である｡

はじめに

平成11年の精神保健福祉法の改訂では,精神

障害者の福祉と社会復帰および社会経済活動へ

の参加の促進が提唱された1)｡これにより精神

障害者が社会復帰すること-の必要性がさらに

高まり,病状の固定した長期入院患者に対する

積極的な退院の促進や,新たな入院患者の早期

社会参加を促す働きかけが多くの入院施設で進

められている｡そのような背景の中で,患者が

安定度の高い状態を保つためのサポートシステ

ムとしての精神科訪問看護が注目されており,

その取り組みについての報告も多くなりつつあ

る2ノ3)0

精神障害者の社会復帰は,時代の背景とも合

わせると重要な教育項目の一つとなっており,

本学の看護基礎教育の面においても,時代の背

景に合わせた指導方法を見出し,今後さらに発

展させていく必要性があると考えている｡

そこで,本学の看護基礎教育における ｢精神

障害者の社会復帰｣に関する教育の問題点を明

確にし,よりよい教授方略を模索していくため

に,今回我々は在宅看護実習における学生の実

習記録の内容を分析し,精神科訪問看護におけ
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る学生の学びの状況を把握する目的で調査を

行った｡

定 義

精神科訪問看護

地域で生活している精神障害者および入院患

者の退院に先立って,住居や通所施設,職場な

どのケースの実情に応じて多様な場-看護師,

保健師などが訪問し,療養生活や社会生活上の

相談 ･援助を行うことをいう4ノ｡

対 象

平成11年度,12年度に在宅看護実習を行った

本学の看護学科学生149名のうち,精神科訪問

看護を実施した学生の記録を対象とした｡

｢精神臨床看護｣は2年次 1単位 (30時間)

が設けられており,その時間の中で精神障害者

の社会復帰について教授されていた｡

また,平成9年のカリキュラム改正に伴い,

本学では平成11年から3年次45時間 (1単位)

の在宅看護実習を実施している｡実習場所は本

学より通学可能な6ヶ所の訪問看護ステーショ

ンであり,各1-2名ずつの学生を配置してい

る｡精神病の既往のある方への訪問看護も実施

しているのは,6ヶ所のステーションのうち

1ヶ所である｡

方 法

学生には,在宅看護実習に先立ちオリエン

テーションを実施した｡在宅看護実習の目標を

念頭に置き,実習で実際の看護を見学したり,

看護者と共に援助に参加した体験を,実習記録

として記載するように求めた｡さらに,これら

の実習記録をもとに,内容を分析すること,そ

の結果を個人が特定できないように配慮したう

えで公表することについて,口頭で説明し,学

生からの了承を得た｡

自由記述形式で記載された学生の実習記録か

ら,患者の年齢,性別,疾患名,家族背景,症
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状,治療,看護方針,生活状況を研究者間で抽

出した｡

自由記述の内容の分析方法は,対象とした文

全体を記述内容が単一要素であるようにセンテ

ンスを区切り,それを1件とした｡さらに,記

述内容の類似性に基づきカテゴリ化した｡分析

については,研究者間で検討し,安当性の確保

に努めた｡

結 果

精神科訪問看護を実施した学生は,149名中

9名 (平成11年度4名,12年度5名)であった

(6.0%)｡

1.患者の背景

訪問看護の対象となった患者は,実数で22名

であった｡男性は9名 (40.9%)女性は12名

(54.6%)であり,記録からは読み取れない患

者が1名 (4.5%)であった｡家族的背景とし

ては,独居が9名 (40.9%),家族または知人

との同居が9名 (40.9%)不明が4名 (18.2%)

であった (表1)｡その他の背景に関しては,倫

理的配慮の面から省略する｡

2.自由記述の内容

精神科訪問看護に関する自由記述の内容を分

析した結果,35件が抽出された｡-人当たりの

平均は約3.9件であった｡抽出された35件のう

ち,分析不能な3件を除いた32件をカテゴリ化

した｡その結果,4つのカテゴリが得られた｡

それらの内容と頻度は,【1.訪問看護の役割

と必要性 (8件,25.0%)】,【2.患者と家族

への関心 (6件,18.8%)】,【3.精神科看護

表1 患者の背景

n- 22 単位:人(鶴)

家族8勺背景 独居 9(40.9)
同居 9(40.9)
不明 4(18.2)
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技術 (9件,28.1%)】,【4.看護婦として求

められる資質 (9件,28.1%)】であった (表

2)｡

各カテゴリの記述内容は,以下の通りであっ

た｡

【1.訪問看護の役割 と必要性】は,8件

(25.0%)であり,これは,生活環境の調整や

家族間の調整などに関する記述であった｡この

カテゴリはさらに2つの内容に分類できた｡分

類した各々の内容は,【a.役割】,【b.必要

性】であった｡これらのうち一番多く記述され

た内容は 【a.役割】であり,5件 (15.6%)

の記述があった｡その具体的内容は,｢家族と
の調整役｣｢デイケアに参加を促す｣などであっ

た｡また,【b.必要性】は3件 (9.4%)の記

述があった｡その具体的内容は,｢来客では
しゃぐ子を叩く患者を見て,この様な状態にあ

る人への訪問看護の必要性を感じた｣｢社会復帰
の援助として活かされている｣などであった｡

【2.患者･家族への関心】は,6件 (18.8%)

であり,これは,患者や家族に対する観察や,

表情 ･言動などへの解釈に関する記述であった｡

その具体的内容は,｢家族の疾患への理解度｣
｢話す時視線を合わさないのだと感じた｣など

であった｡

【3.精神科看護技術】は,9件 (28.1%)で

あり,これは,訪問看護の際に行われた看護技

術に関する記述であった｡このカテゴリはさら

に3つの内容に分類できた｡分類した各々の内

容は,【a.具体的な援助Hb.効果的な援助】

【C.特徴的な援助】であった｡これらのうち

一番多く記述された内容は,【b.効果的な援

助】であり,4件 (12.5%)の記述があった｡

その具体的内容は,｢やる気を促す,一緒に行
う｣｢駄目な事より,やってもいいことを助言す

る方が受け入れやすい｣などであった｡次いで

記述件数の多かったものは,【a.具体的な援

助】で,3件 (9.4%)の記述があった｡その

具体的内容は,｢確認行為への対応｣｢清潔行為
に関心がないため催しが必要｣などであった｡

また,【C.特徴的な援助】は2件 (6.2%)の

記述があった｡その具体的内容は,｢処置では
なくコミュニケーションを主とする｣｢コミュニ
ケーションをとるのが大切なことの一つ｣で

あった｡

【4.看護婦として求められる資質】は,9件

(28.1%)であり,これは,自分の内面や今後

の課題に関する記述であった｡このカテゴリは

さらに2つの内容に分類できた｡分類した各々

の内容は,【a.内面への関心】,【b.学生自身

表2 学生の感想

総記述数(32件 100%)

大項目(記述件数:%) 小項目(記述件数:%) 主な記述内容
1.訪問看護の役割と必要性 a.訪問看護の役割 家族との調整役

(8件:25.0%) (5件二15.6%)デイケアに参加を促す
b.訪問看護の必要性 来客ではしゃぐ子を叩く患者を見て,この様な状態にある人-の

(3件:9.4%)訪問看護の必要性を感じた
社会復帰の援助として活かされている

2.患者と家族への関心 患者と家族-の関心 家族の疾患への理解度

(6件:18.8%) (6件:18.8%)話す時視線を合わさないのだと感じた
3.精神科看護技術 a.具体的な援助 確認行為への対応

(9件:28.1%) (3件:9.4%)清潔行為に関心がないため促しが必要
b.効果的な援助 やる気を促す,一緒に行う

(4件:12.5%)駄目な事よりやつてもいいことを助言する方が受け入れやすい
C.年寺徴的な援助 処置ではなくコミュニケーションを主とする

(2件:6.2%)コミュニケ-シヨンをとるのが大切なことの一つ

4.看護婦として求められる資質 a.内面-の関心(4件:12.5%)特に精神病の方への接し方は,何が起こるか分からないという
(9件:28.1%) 考えが頭から離れず..

訪問看護婦も親身になればなるほど苛ただしさが募るのだろう
b.学生自身の課題 訪問看護婦の姿勢としての課題
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の課題】であった｡これらのうち一番多く記述

された内容は 【b.学生自身の課題】であり,

5件 (15.6%)の記述があった｡その具体的内

容は,｢訪問看護婦の姿勢としての課題｣｢緊急
時の判断を求められる｣などであった｡また,

【a.内面-の関心】は4件 (12.5%)の記述

があった｡その具体的内容は,｢特に精神病の
方への接し方は,何が起こるか分からないとい

う考えが頭から離れず ･･｣｢訪問看護婦も親
身になればなるほど苛ただしさが募るのだろ

う｣などであった｡

考 察

現在,本学の ｢精神臨床看護｣では,精神障

害者の社会復帰の必要性やその看護について,

｢精神障害者の社会復帰の必要性が理解でき

る｣｢精神障害者の社会復帰の形態が理解でき
る｣｢精神障害者の社会復帰に必要な看護を理解
できる｣を目標として,症例を提示しながら講

義を行っている｡在宅看護実習においては,諺

問対象者を特に限定することはせず,まず訪問

看護という場に実際に参加し,看護者と共に援

助した体験などを通して学びを深めるように指

導している｡今回,在宅看護実習における学生

の実習記録の内容を分析し,精神科訪問看護に

おける学生の学びの状況を把握する目的で調査

を行った｡その結果,4つのカテゴリが得られ

た｡

【1.訪問看護の役割と必要性】では主に,患

者および家族間の生活環境の調整や,様々な状

況に置かれている患者への訪問看護の必要性に

ついて述べられていた｡これは,精神科訪問看

護の対象者のうち,5割の患者が家族と同居し

ている背景もあったこと,また一方で,独居署

の場合の調整について必要性を感じたためでは

ないかと考えられた｡在宅看護実習が学生にも

たらすものとして,柴田5､は,｢病院の実習だけ
ではなかなか社会的側面まで目が向かないが,

在宅実習が終わった後の病院実習では,社会的

側面のとらえ方がそれまでとは明らかに違って

くる｣と述べている｡本研究においても,学生
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は実習の場で体験したことを通して,患者の社

会的側面を考えることができ,精神障害者に対

する訪問看護の必要性を感じ,社会復帰の援助

として訪問看護が活かされていることを実感し

ていたことが明らかとなった｡

一方で,学生の実習記録の中には,訪問看護

ステーション内の他スタッフや他職種 ･かかり

つけ医との連携や情報交換に関する記述がほと

んど見られなかった｡これは,人 ･施設間の連

携や情報交換などが,実習中に体験できる機会

の少ない項目であるためではないかと考えられ

た｡現在,精神障害者の社会復帰をとりまく地

域精神医療資源には,精神科訪問看護の他に精

神科デイケア,精神科救急医療,生活訓練施設

などの居住資源,授産施設などの社会経済活動

資源など多岐にわたっている｡このため,各施

設やスタッフとの連携をはかり,情報交換をし

ていくことは重要であると言える｡したがって,

社会復帰を支援するためのサポートシステムの

重要性や,スタッフ間の連携の大切さを,講義

やカンファレンスを通してさらに強調していく

必要があると考えられた｡

【3.精神科看護技術】は,訪問看護の際に行

われた看護技術に関する記述であった｡精神科

看護技術とは,精神科看護の領域における根拠

に基づいた看護技術のことである6)｡このカテ

ゴリでは,精神科看護技術の特徴的なものとし

てコミュニケーションがあげられていた｡精神

科訪問看護は,患者と看護者のコミュニケー

ションの上に成り立つと言われている2.｡学生

は実習を通して,コミュニケーションを精神科

看護技術として有効に活用していることを実感

できていることが分かった｡また,訪問看護婦

の患者に対する接し方を実際に見ることで,

｢駄目な事より,やってもいいことを助言する

方が受け入れやすい｣などの具体的な生活指導

の方法やセルフケアを高めるような援助方法を

見出していると考えられた｡

【2‥患者と家族への関心】では,患者や家族

に対する観察や,表情 ･言動などへの解釈に関

する記述が多かった｡また,【4.看護婦とし

て求められる資質】に関しては,学生自身の内
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面や課題,訪問看護婦の内面への関心が記述さ

れていた｡その中には,｢特に精神病の方への
接し方は,何が起こるか分からないという考え

が頭から離れず - ｣のように,予測不可能な

事態への緊張感を挙げている記述もあった｡訪

問看護は,患者の生活の場に出向いて看護を展

開していくものであるが,｢訪問｣という形式に
不慣れな学生はその場にいるだけで緊張するも

のである｡それに加えて,精神障害者への対応

の仕方で困惑することで,精神看護を実践する

こともままならない時を過ごしてしまいかねな

い｡このような ｢困った｣場面に遭遇した場合,

学生は自己の困惑した感情を見つめるよりも対

応方法に関心を向け,その場を精一杯対処しよ

うとする傾向があると言われている7､｡本研究

においても,学生自身の感情をそのまま表現し

た記述は少なく,逆に訪問看護婦の内面への関

心を示してみたり,困難なことが自身の今後の

課題として表現されている内容が多かった｡こ

のような場合に重要なことは,まず学生にその

時のありのままの感情を意識化させ,表現する

ことであるとされている8ノ｡したがって,学生

の患者への緊張感に対しては,カンファレンス

や振り返りなどの機会の中で,学生がそのあり

のままの感情を意識化させ,表現させるような

関わりが必要であると考えられた｡また一方で,

ごく少数ではあるが,｢何をやればいいのか,何
と声をかければいいのか分からない｣などの,

実習中の戸惑った気持ちをそのまま記述してい

る学生がいた｡このような状況においては,何

をするのが看護なのかを指導者側から学生に示

し,学生の学びの方向性を明らかにする必要が

スの中で学生の悩みや,患者の対応に戸惑った

ことなどを明確化し,解決できるような指導を

していく必要があると考えられた｡今回得られ

た結果を参考にしながら,学生が自己を表現す

ることのできる場を講義の中に設けていきたい

と考える｡

精神科訪問看護や精神科デイケアの見学 ･各

施設訪問は,患者本人の受け入れを考慮しなけ

ればならないこと,また実習施設の確保の難し
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さや実習病院の機能上などの問題から,すべて

を実現するには限界がある｡このため,精神科

訪問看護や地域保健における精神保健福祉対策

の領域に参加して体験した学びを学生同士で共

有でき,またその知識が統合できるような機会

を設けるように考えていきたい｡

結 論

1.精神科訪問看護を実施した学生は,149名

中9名 (平成11年度4名,12年度5名)であっ

た (6.0%)｡

2.在宅看護実習後の記録から学生の感想を分

析した結果,【1.訪問看護の役割と必要性】,
【2.患者と家族への関心】,【3.精神科看護

技術】,【4.看護婦として求められる資質】の
4つのカテゴリが得られた｡

3.【精神科看護技術】,【看護婦として求めら

れる資質】の2つが最も記述数が多かった｡

4.社会復帰を支援するためのサポートシステ

ムの重要性とその連携の大切さを,今後さらに

強調していく必要性が示唆された｡

5‥患者への緊張感に対しては,カンファレン

スなどの機会を設け,学生のありのままの感情

を意識化させ,表現させるような関わりかたを

していくことが重要である｡
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AnOverview oftheNursingFoundationCourse

T.SocialRehabilitationofMentallyHandicappedPatients"

- AnalysisofStudents.RecordsofPsychiatryVisitingNursing

aspartofHomeHealth VisitPracticals-

YukikoKUDOHShokoKEMUYAMAFujikoMIYAKOSHI

DepartmentofNursing,CollegeofAlliedMedicalScience, AkitaUniversity

h ordertobringtolightproblemsinVolvedinteachingthenursingfoundationcourseT'Social

RehabilitationofMentallyHandicappedPatients"andtoexplorestrategiesfortheimprovementofinstruction,

weanalysedtherecordsofstudentsparticipatinginhomehealthvisitpracticals,andconductedasurv eyto

understandthesituationofstudents'studiesinpsychiatryvisitingnurslng.

Fourcategoriescouldbeobtainedfromstudents'notes:1.roleandnecessityofhome-visitnurslngCare,

2.concernforpatientandpatientTsfamily,3.psychiatrynursingskil1S,4.qualitiesrequiredofanurse.

Weshowedtheimportanceofasupportsystemtoaidrehabilitationandthenecessityofemphasizingthe

importanceofcooperation.Enablingstudentstoexpresstheirfeelingsfranklyandprovidingopportunitiesfor

thisinlecturesisalsoimportant.
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